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新型コロナウイルスの収束が見通せない中で、東京オリンピック・パラリンピック 2020 が無事終

了し、連日の日本選手の活躍に大きな感動を受けたのではないでしょうか。 

さて、2021 年度の第２回の東北ハイテク研究会セミナー「スマート農業技術をもっと身近に：低

コスト簡便スモール・スマート農業技術を知る 第１弾 中小規模農家でもできる施設環境の見える

化と制御」を 9 月９日（木）に全国各地から 146 名の参加者を得て開催することができました。ニ

ュースレター第 54 号では、このセミナーの概要についてお知らせします。 

 

 

  

現在、ロボット、AI、IoT など先端技術を活用した「スマート農業」による日本農業のイノベーショ

ンを目指して全国各地でスマート農業実証プロジェクト（農林水産省事業）が実施されている。この

事業は、さまざまなスマート農業技術を実際に営農現場に導入し、２年間にわたって技術実証を行い

、その経営効果を評価するという意欲的なものである。令和元年度から事業が開始され、現在、全国

182 地区において実証が行われ、さまざまなデータが集まり効果や課題が確認されている。 

しかしながら、スマート農業技術の多くは、その導入に多額の費用がかかり、個々の農家レベルで

の導入の経済的なハードルが高いことが指摘できる。また、その効果についても、導入費用を上回る

経済的な効果を確保できるか不確定である。そのため、多くの農家から安価で利用が簡単で確実な効

果が得られるスマート農業技術の開発を期待する声が多く寄せられている。そうした農家の切実な声

に応えることを目指して、セミナー「スマート農業技術をもっと身近に：低コスト簡便スモール・ス

マート農業技術を知る 第１弾 中小規模農家でもできる施設環境の見える化と制御」を実施した。 
 

 

 
 

日  時：令和 3 年９月９日（木） 13：30～15：30 

開催形態：Zoom ウエビナーによるオンライン開催 

主  催：農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 

     東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

協  力：「東北農業のイノベーション技術創造」研究開発プラットホーム 

参加者数：１46 名 

 

 

 

セミナーの目的 

開催の日時と場所 

(No.54 2021.9) 
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第１報告 安価かつ簡便にハウスの遠隔監視に使える IoT 機器「通い農業支援システム」
の活用事例 

農研機構 東北農業研究センター 畑作園芸研究領域  稲葉 修武 氏 
 

第２報告 モニタリングから統合環境制御まで低コストで始められる DIY 型環境制御シス
テム『アルスプラウト』のご紹介 

（株）サカタのタネ ソリューション統括部  清水 進吾 氏 
 

第３報告 中小規模施設に適応した複合環境制御盤の開発と導入効果 
岩手県農業研究センター 園芸技術研究部 野菜研究室長  山田 修 氏 

 
質疑討論・司会 東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 門間 敏幸 
 

  

 

第１報告では、農研機構東北農業研究センターで開発された安価かつ簡便にハウスの遠隔監視に使

える「通い農業支援システム」について、支援システムの特徴、各地での活用事例、導入方法とコス

トならびに支援体制が説明された。開発された支援システムは、モジュール化された IoT 機器とスマ

ホメッセージアプリで施設の遠隔監視を行うものであり、導入者は必要なセンサーを選び、用意済み

プログラム利用によりシステムを自作して運用できる。活用できるのは、定時通知や非常時データ（高

温・低温等）の通知、ハウス環境情報データの可視化、取得したデータを CSV で蓄積して分析する

といった機能である。若干の自作部分はあるが、かなり安価に当該システムを導入することが可能で

あり、その活用用途も広いなど、今後の普及が期待できる実用技術である。  

 

プ ロ グ ラ ム 

講  演  内  容 
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第２報告では、（株）サカタのタネがその開発に中心的な役割を果たしてきた「モニタリングから統

合環境制御まで低コストで始められる DIY 型環境制御システム『アルスプラウト』」について紹介が

行われた。『アルスプラウト』の導入対象は、先端施設より既存のパイプハウスや屋根型ハウスであり、

自己資金でも投資可能な「低コスト」なモデル構成となっている。「省力化」による持続型農業の実現

と人材育成を目指しており、関係者が一体で導入・有効活用に取り組む体制作りを重視している。ま

た、【ＤＩＹ(Do It Yourself)】のキャッチフレーズに示されるように、特別な工具を使用せずに比較

的短時間でのシステムの組立が可能になるとともに、クラウドサービスの充実で、豊富な機能や制御

設定が行える点も大きなメリットであり、機能の割に安価であることがセールスポイントである。 
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第３報告では、岩手県農業研究センターが開発した「中小規模施設に適応した複合環境制御盤の開

発と導入効果」について紹介が行われた。当該システムは、導入コストが高いので本当に必要な制御

機器から導入したい、技術を全て理解できないので投資に見合っているか分からない、どの複合制御

盤、制御機器を使えばよいか分からない、安いけれどすぐ壊れる（特にモニタリング装置）といった

生産者の声に真摯に耳を傾け、基本的なシステムを開発し、現地実証を繰り返しながら実用性を高め

たものである。 
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以上の報告に基づいて、東北ハイテク研究会の門間敏幸中核コーディネータの司会で、Zoom の質

問・チャット機能を活用して参加者との質疑討論を行った。質問・チャットのいずれについても多く

の質問が寄せられ、講演者はその一つ一つの質問に丁寧に回答され、非常に良かったという意見が寄

せられた。また、十分な回答ができなかった課題については、後日メール等での回答が行われた。 

本セミナーを通して、安価で簡便なスモール・スマート農業技術に対する期待が大きいことが改め

て確認でき、非常に有意義であった。 

 

本年度は、スモール・スマート農業セミナーについて、さらに以下の 2 回の開催を予定しています。

多くの関係者の皆様の参加をお待ちしております。 

 

スマート農業技術をもっと身近に：低コスト簡便スモール・スマート農業技術を知る 

第２弾 中小規模農家でもできる水田農業のスマート化 

（令和３年 10 月 25 日（月）１3：30～１5：３０：オンライン開催） 

第３弾 AI を身近で活用する時代が来た（令和４年２月上旬で開催予定）  

 

なお、本セミナーに関する資料を当研究会の HP（下記 URL）に掲載していますので、ご参考にし

ていただければ幸いです。 

http://tohoku-hightech.jp/seminar.html 

 

 


